


























































































































年 月 カ レ 事ル 項
1913年 11月 創業者、浦上靖介が大阪市松屋町筋に薬種化学原料店「浦上商店」を創業。
1926年 ―  「ホームカレー」の稲田商店を吸収し、布施市（現 東大阪市）御厨の工場で即席カレー（ホームカレー）の製造を開始。
1928年 ― 「ホームカレー」を「ハウスカレー」に改称。
1960年 ― ● 固形ルウタイプカレー「印度カレー」を発売。
1963年 9月 ● 「バーモントカレー」を発売。
1970年 6月 ● 「ククレシチュー」を発売し、レトルト食品分野に参入。
1973年 12月 ハウスフーズ＆ヤマウチ（現 ハウスフーズアメリカ）を米国カリフォルニア州に設立。
1983年 ― ● アメリカにカレーレストランの１号店を開店。




























































































































































所在地 中国上海市 中国上海市 中国上海市







主要な市場 上海，北京，広州． 上海，北京，広州，南京，重慶，成都． 上海，北京，成都．
資本金 1,726万USドル 1,000万USドル 267万USドル
ハウス（株）の
































































































































































































































































































































































































































































































































































































５ ハウス食品『2009 年 3月期 第 2四半期決算説明会』資料 , p.20.
６ ハウス食品『2008 年 3月期決算説明会』資料 , p.21．
７ ハウス食品『株主のみなさまへ 第 58 期営業のご報告』, p.17.
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し、その市場に参入しなかったのは、グルタミン酸ナトリウムの顧客としてハウス食
品を重視してきたという側面がある」（p.24.）。
９ 『中国ビジネスクラブ』第 26号 , p.19.
１0 洞口（2003）, pp.23-24.
１１ 『日経産業新聞』2001 年 11 月 15 日 .
１２ 「ドゥ・ドゥ」は擬音語で、空腹時の「グゥ・グゥ」という音を表している（『日経産
業新聞』2002 年 9月 25 日 , p.21）。
１３ 味の素株式会社ニュースリリース（2002 年 9月 24 日）.
１４ 『日経産業新聞』2004 年 2月 2日 , p.21.
１５ 『日経ビジネス』2005 年 4月 25 日・5月 2日合併号 , p.72.
１６ 『日経流通新聞MJ』2002 年 11 月 21 日 , p.15.
１７ ハウス食品『2005 年 3月期中間決算説明会 中期計画達成に向けて仕込みを具現化（ス
パイス等のコア事業 , 健康食品・飲料等のコア育成事業）』, p.19.
１８ 『中国ビジネスクラブ』第 26号 , p.19.
１９ ハウス食品『2007 年 3月期決算説明会』資料 , p.24.
２0 ハウス食品『2005 年 3月期中間決算説明会 中期計画達成に向けて仕込みを具現化（ス
パイス等のコア事業 , 健康食品・飲料等のコア育成事業）』, p.19.
２１ ハウス食品『2007 年 3月期決算説明会』資料 , p.24.
２２ 『中国ビジネスクラブ』第 26号 , p.19.
２３ 工場の土地面積は 30,000㎡、延床面積は 7,400㎡、設備投資は合計 7 億 3 千万円、
生産能力は 4.3 ｔ / 日＝ 1,400 ケース（100 ｇ ×30 個入）であった（ハウス食品『2007
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年 3月期決算説明会』資料 , p.24）.
２４ 『中国ビジネスクラブ』第 26号 , p.19.
２５ 日本から輸入すると 15 ～ 16 元になるので、1 箱 6 元で販売するためには現地生産
が不可欠だった（『日経ビジネス』2005 年 4月 25 日・5月 2日合併号 , p.71.）
２６ 『日経ビジネス』2005 年 4月 25 日・5月 2日合併号 , p.71.
２７ ハウス食品『2007 年 3月期決算説明会』資料 , p.24.
２８ ハウス食品『2007 年 3月期決算説明会』資料 , p.24.
２９ 『日本経済新聞（朝刊）』2006 年 10 月 9日 , p.9.
３0 ハウス食品『2009 年 3月期第 2四半期決算説明会』資料 , p.22.
３１ ハウスは壱番屋の発行済み株式の約 20％を保有する主要株主であり、壱番屋にカレー
ソースの原料も供給している（『日経流通新聞MJ』2004 年 2月 19 日 , p.7.）。
３２ 『毎日新聞（朝刊）』2004 年 11 月 16 日中部本社版 . 
３３ 『中国ビジネスクラブ』第 26号 , p.9.
３４ 『中国ビジネスクラブ』第 26号 , p.9.
３５ 壱番屋にとっては 974 店目にあたる。1994 年 6 月にアメリカのハワイに出店してい
るので、2カ国目の海外店にあたる（『毎日新聞（朝刊）』2004年 11月 16日中部本社版）。
３６ 株式会社壱番屋ニュースリリース（2004 年 10 月 1日）．
３７ 筆者は 2005 年 8 月に上海で上海ハウスカレーココ壱番屋の日本式カレーを食べたが、
日本国内のCURRY HOUSE CoCo 壱番屋のカレーとの味の違いは分からなかった。
３８ 『毎日新聞（朝刊）』2004 年 11 月 16 日中部本社版 .
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４４ ハウス食品『2007 年 3月期決算説明会』資料 , p.24.
４５ ハウス食品『2008 年 3月期決算説明会』資料 , p.21.
４６ 4 年間で 10 店舗という出店速度は決して速いものではない。その理由として、許認
可手続きの煩雑さがある。
４７ その他にも、例えば「上海市内に約 200 店舗展開しているローソンで、日本式カレー
の弁当が売れ始めている」ことからも、日本式カレーが市場に浸透しつつあることが
確認される（『日経ビジネス』2005 年 4月 25 日・5月 2日合併号 , p.72.）。
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５９ 洞口（2003）, p.27.
６0 肉の種類では、牛肉、鶏肉、豚肉の順に評価が高く、豚肉の評価は非常に低かった。
６１ 味の素株式会社ニュースリリース（2002 年 9月 24 日）．
６２ 発売後も試食調査が 4～ 5回行われ、消費者の嗜好をより一層、反映させるために、
牛肉を増量するなどの製品改良が行われた（『日経産業新聞』2004 年 2月 2日 , p.21.）。
６３ 上海ハウス食品総経理の渡辺健は「まず、一般家庭ではどんな調理器具を使ってどう
いう料理が作られているのか。何軒かのお宅を訪問しキッチンを見て回るところから
始めたんです」と述べている（『中国ビジネスクラブ』第 26号 , p.16.）。
６４ 『日経ビジネス』2005 年 4月 25 日・5月 2日合併号 , p.70.
６５ 『中国ビジネスクラブ』第 26号 , p.17.
６６ 『日経ビジネス』2005 年 4月 25 日・5月 2日合併号 , p.71.
６７ 『日経ビジネス』2005 年 4月 25 日・5月 2日合併号 , p.71.
６８ 『中国ビジネスクラブ』第 26号 , p.17.
６９ 『メールマガジン RINKOKU』2008 年 8月 11 日号．
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